
●
と
き
　
３
月
　
日
掌
午
前

２７

９
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
秋
葉
公
園

●
内
容
　
木
の
特
徴
を
学
び
、

園
内
で
見
つ
け
た
好
き
な
木

に
、
自
作
の「
名
札
」を
つ
け
る

●
対
象
　
小
学
生

※
保
護
者
同
伴
も
可
。

●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
持
ち
物
　
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト●
そ
の
他
　
お
し
る
こ
つ
き

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
松

１９

ま
で（
掌
捷
を
除
く
）に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
事

務
局（
緯
・
胃〈
　
〉０
７
０

７７

１
／info@

econetanjo.
org

）へ

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
首
都

推
進
課（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１
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※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書
の

み
の
場
合
は
、
２
種
類
必
要
。

■
課
税
明
細
書
の
内
容
確
認
を

　
課
税
対
象
と
な
る
資
産
（
土
地
・

家
屋
）の
詳
細
を
記
載
し
た
課
税

明
細
書
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。
不
明
な
点
、
現
状
と
異
な
る

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
課
税
明

細
書
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
に
も

使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
再
発

行
は
で
き
ま
せ
ん

■
納
期
と
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

　
平
成
　

年
度
の
固
定
資
産
税
と

２３

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
５
月
２
日
捷
で
す

■
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子（
父

子
）世
帯
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
を
減
免

●
対
象
　
平
成
　
年
１
月
１
日
現

２３

在
で
次
の
①
②
の
要
件
を
満
た
し
、

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の
固

定
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

②
宅
地
面
積
　
㎡
以
下
、
住
宅
延

２００

べ
床
面
積
　
㎡
以
下

１２０

■
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
晶
～
５
月
２

日
捷（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人
　
①
市
内
に
土

地
や
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者
と
そ
の
同
居
親
族
　

②
納
税
管
理
人

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容
　

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格
　

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項
　
①
所
有
者
の
氏
名
、

住
所
、
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん
　
②
土
地
の
み
、
家
屋

の
み
の
所
有
者
は
、
所
有
す
る
資

産
の
帳
簿
し
か
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

③
縦
覧
帳
簿
の
複
写
や
電
話
で
の

照
会
は
で
き
ま
せ
ん

■
平
成
　
年
度
分
の
固
定
資
産
課

２３

税
台
帳
の
閲
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
晶
～
５
月
２

日
捷（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
閲
覧
で
き
る
人
　
①
納
税
義
務

者
と
そ
の
同
居
親
族
　
②
納
税
管

理
人
　
③
借
地
借
家
人
な
ど（
契

約
に
か
か
る
資
産
の
み
）

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
③
の
人
は
該
当

す
る
資
産
の
賃
貸
借
契
約
書
も
必
要
）

●
そ
の
他
　
期
間
中
、
閲
覧
対
象

者
①
②
の
人
に
は
、
名
寄
せ
の
写

し
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
分
の
固
定

２３

資
産
に
関
す
る
証
明
は
、
４
月
１

日
晶
か
ら
市
民
税
課
で
発
行
し
ま

す■
本
人
確
認
を
し
ま
す

　
縦
覧
・
閲
覧
・
証
明
発
行
に
は
、

来
庁
者
の
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
（
旅
券
）、住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
国

民
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
被
保
険

者
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
（
※
）の

提
示
が
必
要
で
す
。

　
来
庁
者
が
本
人
か
同
居
の
親
族

で
な
い
場
合
は
、
委
任
状
や
代
理

権
授
与
通
知
書
な
ど
本
人
か
ら
委

任
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印

を
押
印
し
た
も
の
）
も
必
要
で
す

③
高
齢
者
世
帯
糸
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
　
障
害
者
世
帯
、

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
を
扶
養
す
る
母
子

（
父
子
）世
帯
糸
世
帯
全
員
の
合

計
所
得
が
市
長
の
定
め
る
額
を

超
え
な
い

※
①
～
③
に
は
、
詳
細
な
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
資
産
税

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ほ
か
の
世
帯
の
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

※
高
齢
者
世
帯
と
は
、
次
の
④
～

⑥
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
世

帯
。

④
　
歳
以
上
の
人

６８
⑤
　
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

６５
⑥
　
歳
以
上
で
、
ね
た
き
り
ま
た

６５は
認
知
症
の
状
態
が
３
か
月
以

上
継
続
し
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
捷
ま
で

２５

の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
資
産
税
課

へ

■問 
▼
資
産
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
５
）

７１

（
緯〈
　
〉２
２
５
６
）

７１

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
講
演
会

●
と
き
　
３
月
　
日
松
午
後
２
時

１２

～
３
時
　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
絵
伝
の
魅
力

j

 p  ）へ
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■
文
人
展

●
と
き
　
３
月
　
日
晶
～
　
日
掌

１１

１３

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　
日
は

１３

午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
日
本
画
、
洋
画
、
水
墨

画
、
書
、
写
真
、
陶
芸
、
彫
塑
、

工
芸
、
ち
ぎ
り
絵
ほ
か
同
協
会
所

属
作
家
の
作
品
約
　
点
を
展
示

６０

■
ご
あ
展

●
と
き
　
３
月
　
日
松
・
　
日
掌

１２

１３

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
　
日
は

１３

午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
同
協
会
幹
事
・
会
長
・

副
会
長
の
作
品
展
示

●
そ
の
他
　
　

日
午
前
　

時
　

分
、

１２

１０

３０

午
後
１
時獅

マ
ン
ド
リ
ン
サ
ー
ク

ル
チ
ャ
オ
に
よ
る
演
奏
会「
マ
ン

ド
リ
ン
の
調
べ
」　
　

日
午
後
１

１３

時
　

分獅

 茶
  話
 会「
植
物
よ
も
や

さ
 
わ

３０
ま
ば
な
し
」

※
　
日
は
抹
茶
、　
日
は
コ
ー
ヒ

１２

１３

 ■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

　
  　
安
城
文
化
協
会

（
緯〈
　
〉６
０
６
６
）

７４

者（
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
付
き

添
い
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

●
申
し
込
み
　
３
月
２
日
昌
～
　１３

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
７

日
捷
を
除
く
）に
申
込
書
を
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

●
受
講
期
間
　
４
月
～
来
年
３
月

●
教
室
／
曜
日
・
時
間
／
定
員
／

費
用
　
左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め

て
受
講
す
る
人
を
優
先
後
、
抽

せ
ん
。

●
対
象
　

高
齢
者
教
養
講
座
糸
市

内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
　

身
体

６０

障
害
者
講
座
糸
市
内
在
住
の
　
歳
１６

以
上
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

高齢者教養講座
費用定員時間曜日教室名
１０００円

各３０人
午前１０時～１１時３０分第１・３昌民　　謡

２５００円午後１時３０分～３時第２・４昌民　　舞
７０００円

各２０人
午後１時３０分～３時３０分第３昭ちぎり絵

なし午前１０時～正午第２昇絵 手 紙
１回５００円

各１５人午前１０時～１１時３０分
第２・４晶三 味 線

なし第２・４昭ヨ ガ

身体障害者講座
費用定員時間曜日教室名

なし各２５人午前１０時～１１時３０分
第１・３昇絵　　画
第１・３晶書　　道

１回５００円

各２０人

午前９時３０分～午後１時第３松料　　理
なし午後１時３０分～３時第１・３昌音　　楽
７０００円

午後１時３０分～３時３０分
第２～４昇手　　編

１回７００円第２・４昌生　　花

各３６００円各１５人
第１昭抹　　茶

午前１０時～正午第３昌煎　　茶

■問 
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉７
８
８
８
）

７７

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座

程
度
、
平
日
の
夜
間
に
２
時
間
の

会
議
に
出
席

●
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
か
、
市
内
で
市
民
活
動
を
し
て

い
る
人

●
募
集
人
数
　
　
人
程
度

２０

●
申
し
込
み
　
３
月
１
日
昇
～
　２５

日
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
持
参
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
活

動
課（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記

４４６

載
不
要
／
胃〈
　
〉１
１
１
２
／

７６

katsudo

       @  city.

     anjo.aichi

          .  

■
協
働
に
関
す
る
指
針
と
は

　
安
城
市
自
治
基
本
条
例
で
の

「
協
働
」の
定
義
に
基
づ
き
、
行
政
・

市
民
活
動
団
体
・
法
人
な
ど
が
、

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
役
割
や
具
体
的
方
法

を
ま
と
め
た
も
の
で
す

■
あ
ん
ね
っ
と

●
役
割
　
審
議
会
が
指
針
を
策
定

す
る
た
め
に
必
要
な
素
案
を
ま
と

め
る

●
活
動
　
４
月
下
旬
か
ら
月
２
回

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

安
城
文
化
協
会
の
催
し

あ
ん
ね
っ
と（
協
働
に
関
す
る
指
針
を
考
え
る
市
民
会

議
）メ
ン
バ
ー
追
加
募
集
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指
導
員
が
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
内
容
　
４
月
３
日
掌
～

　
月
　
日
掌
の
毎
週
掌

１０

１６

歩
け
運
動施

午
前
６
時
　
分
か
ら

３０

約
４
㎞
の
歩
行

ラ
ン
ニ
ン
グ
運
動施

午
前
６
時
か

ら
約
５
㎞
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

※
会
場
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り

内容会場

歩け運動・
ランニング運動

を実施

安城北部小学校
作野小学校
別所団地公園
西尾若一王子社
東端町内会
農村センター
ＪＡあいち中央桜井支店

ランニング運動を実施
箕輪神明神社
市体育館

歩け運動を実施

今池小学校
作野公民館
中部公民館
市役所
大山公園
赤松子供広場
高棚小学校
祥南小学校
和泉八斗蒔広場

歩
け
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
運
動
に

参
加
し
よ
う

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

稲
垣
 徳
  晃
 （桜
林
小
３
年
）、兵
藤

の
り
 あ
き

 麻
  里
  子
 （丈
山
小
４
年
）、太
田
 菜
 

ま
 
り
 
こ
 

な

 緒
 （今
池
小
５
年
）、近
藤
 玲
  奈
 （安

お
 

れ
い
 
な

城
東
部
小
６
年
）

■
中
学
生
の
部
　

●
県
知
事
賞
　
三
澤
 友
  香
 （安
祥

と
も
 
か

中
２
年
）

●
市
長
賞
　
小
林
 時
  直
 （安
祥
中

と
き
 な
お

３
年
）

●
市
議
会
議
長
賞
　
大
矢
 柚
  香
 

ゆ
ず
 
か

（
安
祥
中
１
年
）

●
市
教
育
長
賞
　
村
尾
 梨
  花
 （安

り
 
か

祥
中
２
年
）

●
金
賞
　
内
田
 詩
  織
 （東
山
中
１

し
 
お
り

年
）、杉
山
 史
  樹
 （同
中
２
年
）、綾

ふ
み
 
き

 真
  都
 （安
祥
中
３
年
）

ま
こ
 
と

●
銀
賞
　
神
谷
 美
  咲
 （明
祥
中
１

み
 
さ
き

年
）、近
藤
 梨
  紗
 （東
山
中
２
年
）、

り
 
さ

上
畠
 尚
  之
 （同
中
３
年
）

な
お
 ゆ
き

　
３
月
　
日
昭
～
４
月
　
日
昭
午

２４

１４

前
８
時
　
分
～
午
後
９
時
（
捷
を

３０

除
く
）に
、
受
賞
作
品
を
文
化
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　
各
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
次
の

皆
さ
ん
。
　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

■
小
学
生
の
部
　

●
県
知
事
賞
　
山
本
の
ぞ
 美
 （安

み

城
中
部
小
５
年
）

●
市
長
賞
　
外
狩
 雨
  音
 （桜
町
小

あ
ま
 
ね

６
年
）

●
市
議
会
議
長
賞
　
船
津
丸
 皓
  士
 

て
る
 ひ
と

（
安
城
北
部
小
４
年
）

●
市
教
育
長
賞
　
岡
本
 明
  香
 （三

は
る
 
か

河
安
城
小
１
年
）

●
金
賞
　
藤
森
 諒
 （三
河
安
城
小

り
ょ
う

１
年
）、神
本
 宏
  輔
 （丈
山
小
２
年
）、

こ
う
 す
け

松
枝
 哲
  大
 （桜
町
小
３
年
）、菊
池

て
っ
 
た

 龍
 
り
ゅ
う

 之
  介
 （同
小
４
年
）、 西
久
保

の
 
す
け

 匠
 
し
ょ
う

 吾
 （梨
の
里
小
５
年
）、近
藤
 香
  穂
 

ご
 

か
 
ほ

（
安
城
北
部
小
６
年
）

●
銀
賞
　
石
川
 莉
朱
 （里
町
小
１

り
あ
す

年
）、近
藤
 征
  吾
 （丈
山
小
２
年
）、

せ
い
 ご
う

খ
・
த
ֶ
ੜ
⚔
⚒
⚐
⚓

か
ら

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
発
表

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

●
と
き
　
４
月
２
日
松

●
内
容
　
各
出
発
地
点
か
ら

市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
ま
で
歩
き
ま
す
。

東
コ
ー
ス
糸
歴
史
博
物
館
駐

車
場
を
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

南
コ
ー
ス
糸
デ
ン
パ
ー
ク
第

４
駐
車
場
を
午
前
９
時
ス
タ

ー
ト
　

西
コ
ー
ス
糸
梨
の
里

小
学
校
駐
車
場
を
午
前
９
時

　
分
ス
タ
ー
ト
　

北
コ
ー
ス

３０糸
北
部
公
民
館
駐
車
場
を
午

前
９
時
　
分
ス
タ
ー
ト

３０

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
、
体
育
協
会
会
員

●
申
し
込
み
　
３
月
１
日
昇

～
　
日
昇
午
前
９
時
～
午
後

２２
８
時（
休
館
日
を
除
く
）に
申

し
込
み
書
を
市
体
育
館
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民

館
、
市
民
会
館
、
マ
ー
メ
イ

ド
パ
レ
ス
、
青
少
年
の
家
へ

●
そ
の
他
　
参
加
賞
・
完
歩

賞
あ
り
。
当
日
参
加
可

●
問
い
合
わ
せ
　
市
体
育
協

会（
緯〈
　
〉５
１
８
２
）、市

７５

体
育
館（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

山本のぞ美さんの作品

三澤友香さんの作品

広報あんじょう　2011.3.1蚊

　市内には、３０の消防分団があり、総勢４０４人の消防団
員が活動しています。彼らは、それぞれに自分の仕事を
持ちながら、まちの安全・安心を守るために、地域住民
の一人として頑張っています。今回は、彼らの活動につ
いて紹介します。
暫火災が発生した場合には、消防職員と連携し、昼夜を
問わず、「消火作業」「交通整理」「残火処理」「再燃監視」
などの活動

暫地震や台風など災害発生時の警戒活動や救助活動
暫平常時は訓練（消防操法など）を中心と
した活動

暫「総合防災訓練」「水防訓練」「文化財防
火訓練」など、各種防災訓練への参加

暫防火水槽、消火栓などの点検
暫自主防災会主催の防災訓練で、消火器
の取り扱い方や応急手当などの指導

暫安城七夕まつりの期間中、火災予防活
動と、観光客の安全を守るための「七
夕まつり特別警戒」

暫火災の発生しやすい１２月の「年末特別
警戒」

暫火災予防のための防火広報を随時実施。
特に、３月と１１月の火災予防週間には、
全分団をあげて消防車両での巡回やサ
イレン吹鳴による火災予防活動

暫地域の各種行事に参加　

　このように、消防団員は、地域の防災リーダーとして、
地域住民の防災意識の高揚を図るために活動しています。
また、年齢の違う団員との 絆 を強めるとともに、地域の

きずな

仲間づくりの場ともなっています。消防団への入団につ
いては、市防災危機管理課か安城消防署消防団係まで問
い合わせてください。
　まちの安全・安心を守るためには、消防団の活動だけ
ではなく、地域の取り組みと一体になることが大切です。
『自分たちのまちは、自分たちで守る』を合言葉に、隣近
所の皆さんを誘って、地元の「自主防災訓練」に参加して
みましょう。

自主防災訓練に参加する消防団と地域の子どもた自主防災訓練に参加する消防団と地域の子どもたちち

熱き男 達 ！４０４人の消防団員
たち

■
春
の
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日

昇
～
７
日
捷「
消
し
た
か
な
　
あ

な
た
を
守
る
　
合
言
葉
」

　
運
動
期
間
中
、
午
後
９
時
に
　３０

秒
間
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

●
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

暫
寝
た
ば
こ
は
や
め
る

暫
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

暫
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

暫
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

暫
防
炎
製
品
を
使
用

暫
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

暫
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の

第
１
位
は
「
逃
げ
遅
れ
」で
す
。
寝

て
い
る
間
は
、
火
災
に
気
付
く
の

が
遅
く
な
り
ま
す
。
煙
や
臭
い
を

感
じ
た
時
に
は
、
火
に
囲
ま
れ
て

い
た
り
、
有
毒
ガ
ス
を
吸
い
込
ん

で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

●
設
置
場
所
　
寝
室
・
階
段
・
台

所

衣
浦
東
部
広
域
連
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

■問 
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

　
　
消
防
局
予
防
課

（
緯〈
　
〉０
１
３
６
）

６３


